
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発 行  大 寄 公 民 館 

住 所  深谷市起会 84-1 

電 話  571-0341 

F A X  574-5865 

令和４年 5月１日 発行 

日 時  ５月２１日（土）午前８時15分受付開始／午後０時３０分 解散予定 

集合・解散  大寄公民館 多目的広場（中庭） 

コ ー ス  大寄公民館（誠之堂・清風亭）→ 矢島石碑 →  諏訪神社 → 「中の家」 

大寄公民館 ← 尾高惇忠生家 ← 鹿島神社 ← 渋沢栄一記念館  

対 象  小学生以上で大寄地区在住のかた（小学校１年～３年生は保護者同伴）  

定 員  先着５０名          

申 し 込 み  電話または窓口で申し込み（午前９時～午後５時まで土日祝除く） 

  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

        

 

        

❖支会長 橋本  実  ❖副支会長 寺井 敏幸  ❖副支会長･会計 井田 安彦 

❖幹 事 島崎  保  ❖監  事 中野  肇 

❖役 員 鈴木 貞治・森田  靖・岩崎 哲也 
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このたび、国土交通省により、台風などの大雨の際に国道の浸水しない場所に一時的に緊急避難でき

るよう、深谷バイパス（上敷免）に階段が設置されました。 

逃げ遅れて周囲が浸水してしまうなど、安全な避難所まで避難できない 

ときは、国道を緊急避難場所としてご活用ください。 
 
※設置場所の地図と設置の様子は以下のとおり 

  
避難階段 
設置場所 

  
消防本部 

  
諏訪神社 

  
JA ふかや 

北部経済営農ｾﾝﾀｰ 

と き：６月１７日（金）午後２時～午後４時 

と こ ろ：大寄公民館 大会議室 

内 容：①知っておきたいスマホの知識 ②基本的な使い方（電話、カメラなど） 

     ③便利な使い方（おすすめの機能など） 

対 象 者：①スマートフォンをお持ちでない方   ※スマートフォンを１人１台貸し出します。 

②スマートフォンは持っているが基本操作が心もとない人 

定 員：１８名        費 用：無料 

申し込み：５月１７日（火）～５月３１日（火）まで（午前８時３０分～午後５時１５分まで土日除く）   

     ※定員になり次第締め切ります。 

     深谷市社会福祉協議会  ☎５７３－６５６３  

講 師  深谷市文化財保護委員 荻野 勝正 氏 

募集人数  ２０人  ※大寄地区在住のかた対象 

参 加 費  ２，０００円／人（バス代、昼食代含む） 

申し込み  ５月６日（金）～5月１８日（水）まで 

窓口で参加費を添えてお申し込みください。 

（午前９時～午後５時まで土日除く） 

問い合わせ 大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き ６月２日（木）午前８時３５分集合 → 午後４時２５分到着予定 

集合・解散 北部運動公園駐車場 

と こ ろ 大川平三郎翁記念公園（坂戸）→サイボクハム（昼食）→ 

能仁寺（飯能）→全洞院（平九郎のお墓）、渋沢平九郎自決の地（越生） 

 渋沢栄一翁の娘婿にあたる大川平三郎翁の記念公園と渋沢平九郎を訪ねる飯能・越生コースを 

見学します。緑あふれる初夏の季節にゆっくり歴史を振り返りませんか。 

 

  昨年度は新型コロナウイルス感染予防のため開催できませんでしたので、改めて企画しました。是非ご参加ください。 

※利用申請用紙には、４か月分の利用日を記入して持参ください。 

能仁寺（飯能戦争時の振武軍の陣営地） （C）王来王家 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

２１日（土）大寄地区民ウオーキング大会 午前８時１５分受付 多目的広場（中庭） 

２６日（木）市長表敬訪問 午後３時１５分～ 市役所 

 〃    第２回自治会長会議 市長表敬訪問終了後 大会議室 

《大寄地区の人口》 令和４年 ４月 １日現在 

（ ）は前月比 
 

男性 1,５４８人（ -７） 

女性 1,５６７人（ -８） 

合計 3,１１５人（ -１５） 

世帯 1,２７１ （ - ４） 

） 

 【使用済小型家電の収集日】１１日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】２０日（第３金曜日） 
 

※カラスがごみを荒らし散乱している苦情が増えています。カラス除けネットは、網目の 

細かい物や簡単にめくれないようおもりなどを設置するなどご協力をお願いいたします。   

 深谷市国民健康保険に加入している４０歳以上のかたを対象に、特定健診を実施いたします。 
 

集団予約受付：完全電話予約制 ※５月１１日（水）から予約開始です。（※がん検診の同日受診可） 

  保険年金課    ☎５７４－６６４１（特定健診） 

保健センター ☎５７５－１１０１（がん検診） 

午前９時～午後５時まで（５月１１日（水）のみ午後７時まで受付） 

※土・日・祝および年末年始（１２月３０日（金）～令和５年１月４日（水）まで）を除く。 

と こ ろ：深谷寄居医師会メディカルセンー、深谷市役所本庁舎、 

藤沢公民館、豊里公民館、岡部公民館、川本公民館、花園公民館 

 期 間：６月１日（水）～令和５年１月２７日（金）まで 

 費 用：５００円 
 
＊個別健診は、個別の医療機関にご確認ください。会場は広報ふかや５月号の折込チラシをご覧ください。 

「ごみのない住みよいまちづくり」を目指 

して、市内全域で実施します。 

皆さまの積極的な参加をお願いいたします。 
 
○とき  ５月２９日（日） 

※雨天時の実施は、各自治会で判断いたします。 

○収集するごみ 

 自治会内の道路、河川、住宅周辺に捨てられ

ている空き缶・瓶、紙くずなどのごみ 

※不法投棄物の回収は行いません。 
 

問い合わせ 環境衛生課  

☎５７８－７３３２ 

申込期間 ５月１０日（火）～５月１２日（木） 

午前９時～午後５時 

※申込・詳細は、右記のQRコード 

 または環境課へご連絡ください。 

     ☎５７７－６５３９ 

大寄小の日頃の体力向上の取

組みとその成果が認められ、県教

育委員会から表彰されました。 
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